
〔
要
旨
〕

現
代
日
本
に
お
け
る
格
差
の
重
層
的
構
造

町
村

敬
志

今
日
、
日
本
社
会
は
新
し
い
格
差
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
格
差
拡
大
は
、「
脱
工
業
化
・
ポ
ス
ト
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
」、「
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」、「
新
自
由
主
義
」、
そ
し
て
「
人
口
構
成
の
変
動
」
と
い
っ
た
要
因
が
相
互
に
連
関
し
合
い
な
が
ら
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
格
差
の
全
般
的
拡
大
が
日
本
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
を
と
り
な
が
ら
変
化
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
意
外
な
ほ
ど
論
証
が
不
足
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、
現
実
の
格
差
が
、
重
層
的
な
空

間
的
ス
ケ
ー
ル
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
っ
て
い
る
か
を
、
検
証
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

世
紀
に
入
っ
て
、
日
本
全

21

国
と
い
う
国
家
ス
ケ
ー
ル
で
そ
の
内
部
で
富
裕
な
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
の
格
差
が
拡
大
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
と
く
に
東
京
の

富
裕
化
が
目
立
つ
。
さ
ら
に
、
東
京
都
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
も
、
富
裕
な
都
心
区
と
そ
れ
以
外
の
格
差
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
見
た
場
合
、
所
得
水
準
の
最
も
高
い
地
域
と
最
も
低
い
地
域
に
お
い
て
ジ
ニ
係
数
で
測
定
し
た
地
域
内
不
平
等
が

大
き
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
多
層
的
な
格
差
拡
大
が
今
日
の
問
題
の
中
核
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
、
本
論
文
は
明
ら

か
に
し
た
。
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Multiscalar Structure of Inequality in Contemporary Japan
Takashi Machimura

Currently, Japanese society has entered into a new stage of social
polarlization. This has been caused by a series of combined factors,
such as post-industrialization/post-Fordism, globalization, global
neo-liberalism, and the changing structure of population in Japan. We
have to consider more analytically how these generalized trends
bring about actual transformation in each field of society. This paper
investigates these actual processes, by focusing on different
geographical scales in the country. First, since the turn of the
century, income inequality has increased between the highest-paid
and lowest-paid prefectures in the country. Consequently, more
income allocation has been concentrated on the Tokyo area on a
national scale. Second, even in the case of Tokyo, income discrepancy
has become more pronounced between the richer and poorer wards.
And third, generally on a national scale, income inequality in each
prefecture, measured as Gini-coefficient, has increased in both high-
income and low-income areas. In conclusion, the paper discusses
current inequality debates as to how income and wealth are
distributed geographically.

現代日本における格差の重層的構造
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